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Ⅰ. 令和９年度 認定看護師教育課程 募集要項 

1. 募集人員 

 

 

 

2. 試験科目・日程と会場 

1) 試験科目 

（1） 筆記試験 

専門科目・小論文 

（2） 面接試験 

 

2) 試験日程及び実施時間 

日    程 

 

 

令和 8 年 11 月２日（月） 

受付 ９：００～９：２０ 

オリエンテーション ９：２０～９：３０ 

筆記試験 
専門科目  ９：３０～１１：１０ 

小 論 文 １１：３０～１２：３０ 

面接試験 面  接 １３：３０～１６：００ 

  

  3） 試験験内容 

試験科目 試験内容 

専門科目 

・正常嚥下の生理、脳神経系の解剖生理、摂食嚥下障害原因疾患の病態

などから基礎知識を問う。 

・摂食嚥下障害看護だけでなく、ジェネラリストとしての臨床看護に

必要な基礎知識や看護展開や問題解決に必要となるアセスメント能

力を問う。 

小論文 論理的思考能力、判断力、文章表現能力を問う。 

面接試験 一人 10分程度の個人面接を行う。 

 

4）試験会場 

公益社団法人 愛知県看護協会 

 名古屋市北区大曽根三丁目 17番 20号 

 

 

 

教 育 課 程 募 集 人 員 

摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程 ３０名 
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3. 受験資格 

受験資格については、以下の要件をすべて満たしているものとする。 

すべての受験要件を満たしていない場合は、受験できません。 

 １）日本国の看護師免許を有すること。 

２）看護師免許を取得後、通算 5年以上注１）の実務研修注 2)をしていること。 

３）特定の看護分野の実務研修注 3）を行っていること。 

４）摂食嚥下障害患者が多い保健医療福祉施設､または在宅ケア領域での看護実績を 

通算 3 年以上注 4）有すること。 

５）摂食嚥下障害患者を５例以上担当した実績を有すること。 

６）現在、摂食嚥下障害患者の看護に携わっていることが望ましい。 

＊注 1）2026 年 8 月 31 日時点で看護実務経験が 60 か月以上であることを意味する。 

＊注 2）実務研修とは、看護実務経験を意味する。 

＊注 3）特定の看護分野の実務研修とは、特定の看護分野の看護実務経験を意味する。 

＊注 4）通算 3 年以上とは 2026 年 8 月 31 日時点で通算 36 か月以上を意味する。 

 

4. 出願手続 

1) 募集期間 

令和 8 年９月 14 日（月）～令和 8年 9 月 28 日（月）10 時 

 

2) 応募方法 

研修サイト（manaable：マナブル） 

「令和 9年度摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程」からお申込みください。 

※愛知県看護協会の方 

 研修サイト（manaable）に未登録の方は、新規登録をしてください。 

すでにマナブル登録のある方は、ログインして申込みを行ってください。 

※他県看護協会会員の方 

『非会員』で新規登録し、他県看護協会の所属有無の項で、他県看護協会会員を選択してく

ださい。 

愛知県看護協会ホームページの研修サイト(manaable)の登録から受講までを参照してください。 

https://www.aichi-kangokyokai.or.jp/publics/index/170/  
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3) 提出書類について 

提出書類（様式 1～３）は、当協会ホームページからダウンロードしてください。 

下記の(1)～(4)の書類は、PDF に変換後、研修サイト(manaable)の申込フォームにアップロー

ドしてください（アップロード後の書類は、郵送不要です）。 

(1) 様式１：勤務証明書 

（受講要件を満たしていることの証明） 

(2) 様式２：志願理由書 

        （認定看護分野において、これまでに経験した看護の実践をもとに、教育課程を志願し

た理由及び修了後の抱負について 800 字以内で記入） 

(3) 様式３：写真票、受験票 

（受験番号欄には記入しないこと） 

(4) 看護師免許証の写し 

※書類に不備がある場合は受理できないことがあるためご注意ください。 

 

4) 申し込み結果通知 

 書類確認後、令和 8年 10月 7 日（水）に、研修サイト（manaable）登録のメールアドレスに

申し込み結果を通知します。研修サイトのメニューにある「自分の研修」に表示される「申し込

み結果」より、「承認」「非承認」を確認してください。 

 

5) 受講検定料 

 申し込み結果通知「承認」から令和 8 年 10 月 16 日（金）15 時まで 

研修サイト（manaable）の「申し込み結果」が「承認」となった研修名をクリックし、受験料

を確認の上、支払い手続を行ってください。 

領収証は、支払い完了後から研修サイト（manaable）よりダウンロードできます。 

受講検定料 消費税（10％） 納付金 

50,000 円 5,000 円 55,000 円 

   研修サイト（manaable）での支払いは、受講検定料のみです。 

受講料の支払いは、別途お知らせいたします。 

   

6） 受験票について 

当日受付で番号入りの受験票をお渡しします。 

 

５．個人情報の利用目的 

「公益社団法人愛知県看護協会個人情報保護方針」に基づき、個人情報の取得・利用を適正に行い

ます。出願手続により取得した個人情報は、以下の目的で使用し、それ以外の目的に利用することは

ありません。 

１） 受講試験（出願処理、試験実施、成績処理、合格発表、通知等）に関する業務、入講手続に関す

る業務及び付随する業務 

２） 入講に伴う事務（受講手続き等）及び付随する事務 
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６．受講者選考 

受講者選考は筆記試験及び面接試験により実施し、その成績を入試委員会において審議し決定します。 

 

７．合否の通知 

１） 令和 8 年 11 月 27 日（金）に、受験者全員に対し、結果を郵送（期日指定郵便）で通知します。 

あわせて、合格者の受験番号については、令和 8年 11月 27 日（金）11時に愛知県看護協会ホ

ームページ上で発表します。 

２） 電話やメールでの合否の問い合わせには、対応しません。 

 

8．受講手続 

１） 受講手続方法は、合格通知時に書類で案内します。 

２） 受講手続期間は令和 8年 11月 30日（月）～令和 8 年 12 月 18日（金）です。 

３） 納付金（前納） 

① 入講金 

 入講金 消費税（10％） 納付金 

会員 50,000 円 5,000円 55,000 円 

非会員 75,000 円 7,500円 82,500 円 

 

② 受講料 

 受講料 消費税(10％） 納付金 

会員 1,115,000 円 111,500 円 1,226,500円 

非会員 1,672,500 円 167,250 円 1,839,750円 

＊ 会員とは、受講手続き時点及び受講時も日本看護協会会員である方です。 

＊ 既納の入講金・受講料は、原則として返還できませんのであらかじめご了承ください。 

＊ すでに特定行為研修（共通科目、区分別科目「栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連」） 

を修了している場合は、所定の手続きにより一部の教科目の履修を免除できる場合が 

あります。 

４） その他の費用 

受講中の交通費、宿泊費、パソコン等の機器、通信費、書籍等の教材費その他受講に必要な 

費用は自己負担となります。 

 

9．修了要件 

本教育課程を修了するには、次の要件をすべて満たす必要があります。 

１） 定められたすべての教科目を修得していること 

２） 修了試験に合格していること 

３） 教員会で修了を認められていること 
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10．情報開示 

1）受講試験内容等の開示 

次の（１)(２)について、愛知県看護協会ホームページ上に掲載する。 

（１） 前年度筆記試験「専門科目」の試験問題 

（２） 前年度筆記試験「専門科目」「小論文」及び面接における出題内容 

掲載場所：https://www.aichi-kangokyokai.or.jp/ 

開示期間：令和 8年 4 月 1 日（水）～10月 30日（金） 

2）受講試験結果の開示 

受講試験受験者には、合否発表後に愛知県看護協会教育センターにおいて、個人の受講試験得点

結果（専門科目、総得点）を開示します。 

開示希望者は担当者へ電話連絡し、事前に日程を調整してください。 
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Ⅱ. 公益社団法人愛知県看護協会認定看護師教育課程 

1. 愛知県看護協会の教育理念 

愛知県看護協会は、看護職の自律とキャリア形成を目指して生涯教育の機会を提供し、県民の健康

で幸福な生活の実現に貢献します。 

2. 教育目的 

１） あらゆる人々が住み慣れた地域で、もてる力に応じた自立した生活が営めるよう、安全で質の高い

看護実践能力を有する人材を育成する。 

２） 看護専門職として、自律的にキャリア形成できる人材を育成する。 

 

3. 教育目標 

１） 専門職として、対象個々の人権を尊重する倫理的態度を養う。 

２） 医療と生活の両方の視点を持ち、根拠に基づく臨床判断能力を養う。 

３） 看護職に必要な知識・技術・態度を身つけ、安全で質の高い看護実践能力を養う。 

４） 地域包括ケアシステムにおいてチーム医療の推進、多職種との連携・協働をするためにコミュニ

ケーション能力、リーダーシップ・マネジメント能力を養う。 

５） 看護の質を向上させるため、自己研鑽・研究活動ができる看護職を養う。 

 

4. 認定看護師教育課程の教育理念 

高度専門化する保健・医療・福祉の現場において、看護師には質の高いケアの提供が望まれていま

す。特定の看護分野において、熟練した看護技術と知識を用いて、水準の高い看護実践を提供するこ

との出来る認定看護師を社会に送り出すことにより、看護現場における看護ケアの広がりと看護の質

の向上に寄与します。 
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Ⅲ．摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程 

１．目的 

１） 摂食嚥下障害看護分野において、個人、家族及び集団に対して、高い臨床推論力と病態判断力に      

基づき、熟練した看護技術及び知識を用いて水準の高い看護を実践できる能力を育成する。 

２） 摂食嚥下障害看護分野において、看護実践を通して看護職に対し指導を行える能力を育成する。 

３） 摂食嚥下障害看護分野において、看護職等に対しコンサルテーションを行える能力を育成する。 

４） 摂食嚥下障害看護分野において、多職種と協働しチーム医療のキーパーソンとしての役割を果た 

せる能力を育成する。 

 

２．期待する能力 

１）摂食嚥下障害看護分野において、高い臨床推論力・病態判断力に基づき、摂食嚥下障害の病態や

機能帰結をふまえて目標設定し、問題解決のための援助を行うことができる。 

２）脳神経・筋骨格系フィジカルアセスメント及び摂食嚥下機能評価法を用いて、摂食嚥下機能を評

価することができる。 

３）摂食嚥下障害に対する適切な援助及び訓練を選択し、安全・確実に実施することができる。 

４）摂食嚥下機能低下のある人々の誤嚥性肺炎、窒息、低栄養、脱水のリスクを評価し、予防・増悪

防止に向けたリスク管理ができる。 

５）人々の食べる権利を擁護し、本人・家族の意思決定を尊重した看護を実践できる。 

６）摂食嚥下障害看護の実践を通して役割モデルを示すとともに、リーダーシップを発揮し、看護職

へ指導を行うことができるよう、コンサルテーションを行うことができる。 

７）摂食嚥下障害看護において、看護職等からの相談に対して相談者が自らの力で問題解決の方向を

見出すことができるよう、コンサルテーションを行うことができる。 

８）摂食嚥下リハビリテーションにおいて、医療・介護・福祉分野で専門性を発揮する多職種と協働

し、より質の高いチーム医療を提供するためのキーパーソンとして、役割を果たすことができ

る。 

 

３．教育目標 

１）あらゆる場、あらゆる世代の摂食嚥下障害患者に対し、目標を設定し、問題解決のための援助を

行う能力を養う。 

２）全身状態や活動耐性等を評価したうえで摂食嚥下機能を評価し、その評価結果や疾患の知識、画

像診断等の結果から、経口摂取困難の要因を分析する能力を養う。 

３）摂食嚥下障害に対する適切な援助及び訓練を選択し、安全・確実に実施する能力を養う。 

４）摂食嚥下機能低下のある人々が自分らしく地域で生活できるよう誤嚥性肺炎、窒息、低栄養、脱

水のリスクを評価し、予防・増悪防止に向けた管理ができる力を身につける。 

５）人々の食べる権利を擁護し、本人・家族の意思決定を尊重した看護を実践する能力を養う。 

６）摂食嚥下リハビリテーションにおいて、多職種と協働しより質の高い医療を提供するための自施

設の組織の特徴を踏まえて Transdisciplinary teamにおける看護チームの役割を果たす力を身に

つける。 



8 

 

７）摂食嚥下障害看護の実践を通して役割モデルを示すとともに、リーダーシップを発揮し、看護職

へ指導する力を養う。 

８）摂食嚥下障害看護において、看護職からの相談に対して、相談者が自らの力で問題解決の方向を

見出すことができるようにコンサルテーションを行う力を養う。 

 

４．摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程の定員・教育期間・スケジュール 

 

 

 

 

   令和 9年度から受講スケジュールが変更になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 オンデマンド講義およびオンライン講義は、自宅・自施設での受講が可能です。 

但し、授業内容によって来館が必要です。 

※2 区分別科目実習は実習期間中に必要な症例数の経験をします。受講者が教育課程修了後 

特定行為実践が有効に行われるために、継続した指導医の指導と安全に活動する施設基盤 

が重要と考え、原則自施設での実習となります。 

※3 臨地実習は、指定の実習施設で行います。 

 

教 育 課 程 定 員 教 育 期 間 

摂 食 嚥 下 障 害 看 護 3 0 名 令和9年4月～令和10年3月 

時期 内容 

令和 9 年 4月～６月中旬 

共通科目講義（オンデマンド講義） 

共通科目演習・実習（オンライン又は対面） 

筆記試験 

令和 9 年 6月下旬 

～７月中旬 

共通科目演習・実習（オンライン又は対面） 

観察評価（対面） 

令和 9 年 7月下旬 
区分別科目講義（オンデマンド講義） 

筆記試験 

令和 9 年 8月上旬 区分別科目演習（オンライン） 

令和 9 年 8月中旬 

～9月上旬 

区分別科目実習（自施設実習） 

1 行為 5 症例を経験 

令和 9 年 9月～12 月 専門科目講義（オンライン又は対面） 

令和 9 年 11 月 特定行為研修修了 

令和 9 年 12 月下旬 

～令和 10 年 2 月上旬 
臨地実習（愛知県内の指定施設） 

令和 10年 3 月上旬 統合演習 

令和 10年 3 月中旬 修了試験 

令和 10年 3 月 修了式 
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５．科目及び授業時間数 

＜備考＞＊特定行為研修は、｢実時間｣を適応しているため、60 分を 1 時間として表記しています。 

認定看護師教育基準カリキュラムは、45 分を 1 時間とみなす｢みなし時間｣を適応している 

ため、45 分を 1 時間として表記しています。 

全科目合計（1 時間＝45 分）：821 時間、（1 時間＝60 分）：615.75 時間 

  

科目名 教科目名 時間数＊ 

特
定
行
為
研
修
に
該
当
す
る
科
目 

共
通
科
目 

１）臨床病態生理学 30 

２）臨床推論 45 

３）フィジカルアセスメント  52 

４）臨床薬理学 46 

５）疾病・臨床病態概論 41.5 

６）医療安全学/特定行為実践 56 

小計 ［270.5 時間］ 

区
分
別
科
目 

１）栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 19 

実
習 

 
 

 

A）持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整 5 症例 

B）脱水症状に対する輸液による補正 5 症例 

小計   〔19 時間＋実習〕 

認
定
看
護
師
分
野 

共
通
科
目 

1）指導 15 

2）相談 15 

3）看護管理 15 

小計 〔45 時間〕 

専
門
科
目 

１）リハビリテーション総論 15 

２）摂食嚥下障害病態論 30 

３）摂食嚥下機能評価論 30 

４）摂食嚥下障害看護技術論 30 

５）リスクマネジメント論 30 

６）摂食嚥下障害援助論Ⅰ 30 

７）摂食嚥下障害援助論Ⅱ 15 

８）摂食嚥下障害援助論Ⅲ 30 

９）摂食嚥下障害援助論Ⅳ 15 

小計 〔225 時間〕 

 

１）統合演習  15 

２）臨地実習  150 

小計 〔165 時間〕 
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【アクセス】 

地下鉄名城線「大曽根」駅 4 番出口から徒歩 2 分 

JR 中央線・名鉄瀬戸線「大曽根」駅から徒歩 5 分 

 

 

 

【連絡先】 

公益社団法人 愛知県看護協会 教育センター 

 

電子メール ： aikan-enge@aichi-kangokyokai.or.jp 
 

  〒462-0825 名古屋市北区大曽根三丁目 17 番 20 号 

T E L ：０５２－９０８－８８１９ 

会場までのご案内 


